
『いつか届くと信じて』
６年学年主任 ○○○○○

私の父は典型的な昭和の父親でした。小学生の頃、友人の家で

遊びに夢中になって門限を破ってしまったことがあります。家に帰

って父に謝りに行くと、ゴツゴツした手で思いっきりひっぱたかれま

した。痛さと悔しさで涙がこぼれてきたことをよく覚えています。と

にかく父は怖い存在でした。誉めてもらった記憶もほとんどありま

せん。

厳しい父ではありましたが、一度だけ、私を誉めてくれたことが

あります。私が３度目の教員採用試験で合格できたときのことで

す。採用者数が最低だったこともあり、死にもの狂いで勉強しまし

た。そんな私の姿を見ていてくれたのでしょう。ただ、私に直接ではなく、伯母伝いに「よく

頑張った」と言ってくれたのが父らしいなと今でも思います。それでも父に誉めてもらえた

ことは、本当に嬉しかったです。

父が他界したのは、７年前のちょうどこの時期です。母から「今夜あたり危ないかも」と連

絡があり、凍てつく冬の夜、妹２人と父の元に向かいました。病室に入ると父は私たちに向

かって「家で子どもたちが待っているだろう。早く帰ってやれ。」と言うのです。危ないと聞

いていたのに、父の勢いに押され家に帰りました。父が息を引き取ったという連絡を受け

たのは、家についてすぐのことでした。

気難しく、怖かった父。でも誰よりも私たちのことを心配し、この世を去るその日まで大

切にしてくれました。今なら、あの日の父がどんな思いで私を叩いたのか、なぜ「帰れ」と言

ったのかわかる気がします。

私自身、親としての経験も教員人生もずいぶん長くなりましたが、まだまだ人間としての

未熟さを感じることばかりです。目の前の子どもにうまく思いを伝えられず、反省すること

も多々あります。親として教師としての修行は現在も進行形です。ただ、大切だと思う気持

ちは間違いではないと思っています。父と私がそうであったように、今は思いが届かな

くても、そこにある愛はいつか理解してもらえると信じています。目の前の子ども

たちもいつか大人になっていきます。彼らもまた、愛をつないでいく存在になって

いってくれたらと願っています。

河和小ホームページをご覧ください

河和小だより「うめがおか」は、河和小ホームページに掲載しています。

また、河和小ホームページでは、河和小だより「うめがおか」では紹介でき

なかった行事や授業の様子もご覧いただけます。

年間行事予定も掲載されおりますのでご覧ください。 ▲河和小学校

※河和小学校ホームページアドレス http://aichi-mihama.ed.jp/kouwaes/ ホームページQRコード
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通学団会
令和８年１月７日（水）に「通学団会」が行われました。始業式、大掃除、

学級活動を終えて各通学団の教室へ移動します。当日は「個別登校」開始の初

日です。個別登校が始まりましたが、年度当初には新入生の入学に合わせて

通学班登校が予定されていたり、台風、大雨時などの避難下校では通学団で

の下校が行われたりするため、通学団は存続しています。

今回は「①自宅からの出発時刻を決めて、学校に到着することができまし

たか。②自分の目で周囲の安全を確認をして歩行することができましたか。

③他の児童と道路で一緒になっても一列で歩行できましたか。④高学年は、

低学年の様子に気を配って歩行することができましたか。」など約束事の確認

や反省が行われました。

歩行者が、歩道と車道の区別のある道路で車道を通行していて事故に遭ったときは、歩行者にも過失があ

るとされます。歩行者が車道を歩くことは法律に違反しているので、法律に違反する行為で事故発生の危険

を高めたと判断されてしまうケースがあります。児童が道路を歩くときは「歩行者」であることを十分に自

覚したいと思います。

ペア交流
１月１５日（木）に児童会によるペア学年交流会の企画として「オンライ

ンクイズ」が行われました。大放課に１年生と６年生、２年生と４年生、３

年生と５年生のペア学年で、高学年が低学年の教室に行き、ペア同士クイズ

に答えます。総務委員会（児童会役員）は児童会室からタブレットやビデオ

カメラを使って各教室のディスプレイにクイズを送信したり、司会進行役を

務めたりします。

「河和小学校の体育倉庫側の桜の木は４本です。○か×か」「河和小学校が

できてから今は７５年です。○か×か」「河和小で担任をもっている先生は何人でしょう。１．２１人 ２．

１９人 ３．１３人」など、知っていそうで意外に知らないような問題が出題されました。「○か×か」「３

択」などシンプルな回答方法には全学年が参加できる配慮がされていました。

体育倉庫側の桜の木は３本、河和小学校ができてから７７年、担任をもっている先生は２１人です。

お小遣い講座
１月２２日（木）に３年生を対象に講師３名の方々をお招きして「お小遣

い講座」が実施されました。当日は学校公開日でもあり、保護者の方も大勢

参加していただきました。１か月のお小遣いの収支をイメージしたすごろく

形式の「お小遣いゲーム」を行いました。ゲームには「かいもの（文具など

の必需品とゲームや雑誌などの嗜好品をの購入をやり繰りする）「イベント（親

戚からお小遣いの臨時収入と友達の誕生日プレゼント等の支出をやり繰りす

る）」「おてつだい・しゃかいこうけん（町のボランティアへの参加や募金を

する）」などのコマがあり、お小遣い帳を記入します。

自分のお小遣いを想定して、適切な貯金の残高や計画的な買い物、社会貢献活動への参加について学ぶこ

とができました。

河和中入学説明会
１月２３日（金）に６年生の児童を対象に、「令和８年度河和中学校入学説

明会」が行われました。給食後、６年生の児童は担任の先生の引率で、徒歩

で河和中学校体育館に向かい、保護者と共に説明会に参加しました。

「学習について（教科担任制・５０分授業など）」「生徒会活動」「部活動」

「中学校の生活について」など各担当の先生方からの説明がありました。ま

た、家庭教育講演会として「情報モラル（パソコン・スマートフォン等の使

用におけるＳＮＳ等のトラブル防止や対処について）」の講演もありました。

説明会後はジャージや体操服などのサイズ合わせや部活動の見学が行われま

した。


